














要約:小児成人病の予防を推進していくためには、長期にわたるコホート調査研究が必要で

ある。長期コホート研究成果から、小児期から予防が必要とされる循環器疾患の危険因子

の定量的評価が可能になる。本研究では、1)高血圧・肥満・高脂血症・糖尿病に関して現

時点で疫学的に明らかにされている点、2)現状の健康診断体制、3)幼少期の事象と成人期

の循環器疾患の関連に関する文献のレビューを行った。これらを評価分析することにより、

循環器コホート調査における整備すべき体制・標準化・追加調査項目についてまとめた。 


